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前回のおさらい 

 

◎ 情報セキュリティ技術⇒認証と暗号 

   認証＝『誰』を確かにすること 

   暗号＝第三者に内容をみせないため⇒暗号の鍵 

◎ ホームページのときの暗号通信 

   ①URLがhttps://で始まる。(前回説明済み) 

   ②インターネットエクスプローラーの下の部分の地球儀の隣に鍵のマークが出る。(前回説明忘れました) 

 

 

◎ 情報セキュリティの脅威 

   災害(自然災害、人災) 

   コンピュータウイルス 

   スパイウェアー 

   ハッカー・クラッカー 

◎ トランスレーター 

   確認問題 次の言葉を日本語に翻訳しなさい。『I believe you』 

ヒント エキサイト翻訳⇒Googleで｢翻訳サイト｣ 

◎ 電子地図 

   確認問題 幸生病院の最寄り駅を調べなさい。また、その最寄の駅から幸生病院までタクシーで移動した

場合の予想金額を調べなさい。(注 学生はバスで移動です。) 

   ヒント livedoor地図情報⇒Googleで｢スクロール地図｣ 

◎ Word文書保護→フォームを使用するときも同じことを行う。 

◎ Wordでフォームの使用 

   確認問題 Wordで次の文章を作成しなさい。また、フォーム(チェックボックス)が動くように設定しなさ

い。『私は１年生です。 』 

◎ Excelセル内の文章の改行 

◎ Excelセル内の文章の縦書き 

 

個人情報保護法 

 

別紙参照⇒6月27日個人情報保護法ノート 

 

インターネット追加―ドメイン名 

 

◎ ドメイン名⇒ドメイン名を見るとどんなホームページか推測が出来る。 

   http://www.junshin-u.ac.jp/ 

 

 

◎ 昔はドメイン名の構造が統一されていた。 

   ⇒個別識別名．組織属性．国名⇒jp＝日本、ac＝大学、研究機関 

   例 http://www.snu.ac.kr/ 

ドメイン名 

暗号通信 



     http://www.jasso.go.jp/ 

◎ 今はかなり自由にドメイン名が登録できる。 

   ⇒地域型JPドメイン名  http://www.library.chiyoda.tokyo.jp/ 

   ⇒汎用JPドメイン名   フジテレビ.jp 

 

ExcelステップUP③ 

 

◎ 複数のワークシートで作業する。 

◎ 複数のワークシートを並べる。⇒ウィンドウ→整列 

◎ 条件付書式⇒セルデータが条件を満たすかどうかでセルの書式を変更する。 

⇒書式→条件付書式 

◎ グラフの作成(復習) 

例 

学生番号 
レポート

A 
レポートB 

1 40 30 

1 40 30 

2 50 50 

2 50 50 

3 30 10 

4 40 20 

5 70 80 
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◎ グラフのデータ範囲の変更 

◎ 棒グラフの太さの調整⇒棒をクリック→右クリック→データ系列の書式設定→オプション→棒の間隔 

   これは意外と見つけにくい。 

◎ 重複データの非表示⇒データ→フィルタ→フィルタオプションの設定 

学生番号 
レポート

A 
レポートB 

1 40 30 

1 40 30 

2 50 50 

2 50 50 



3 30 10 

4 40 20 

5 70 80 

 

◎ オートカリュク 

 


